DJ-P222 特定 小 電 カト ラン シー バー に は 、 普段 の 使用 に 
ズ に よっ て カス タマ イズ で きる と 便利 な 項 


通常 の 設 


DJ-P222 セッ トモ ー ド の 拡張 に つい て 


は 余り 必要 が 無く て も 環 


目 を 拡張 セッ トモ ー ド 


こ 持 た せ て お 


定 項目 に し な けれ ば な ら な い ほ ど に は 顔 繁 に 使わ れ な い 上 、 意 味 が 分 カ 
な いと 電池 を 早く 消費 し た り 、 一 部 の 機能 が 使え な く な る な ど 「 政 障 か な ?」 と 思う よう な 動作 


を し た りす る 可能 


に 設定 画面 に 現れ る よ 2! 


性 が ある の で 、 こ れ ら は 下記 の ボタ ン 操 作 
に な っ て お り 、 敢 えて 取扱 い 説明 書 に は 
これ ら 拡 張 メ ニュ ー は パラ メー タ 変 更 後に 再び メニ ュー 表示 を 隠す こと と 、 


セッ トモ ー ド 、 チ ャ ン ネ ル 設 定 な ども 含め た 全て を 工場 出荷 状態 


本 書 の 内 容 を まず ご 理解 いた だ いた うえ で 、 必要 【 
は 敢えて 本 書 の 最後 に 記載 し て いま す 。 増え た 項目 は 、 通常 の セッ トモ ー ド 項 
表示 され ます 。 


[ 拡 天 有 


に 使え る セッ トモ ー ド 項目 ] 


: スケ ル チ レ ベル (SaL) 


証人 


0^5 (初期 値 3) 


FM 電波 特有 の 、 通 話 が 無い と き に 聞こ える ホワ イト 


工場 設 


ます が 、 
逆 に ノ 


合 が あり ます 。 


ノイ ズ を 消 


こ て セ ッ ト モ ー 


環境 や 特定 の ニー 
りり 35 
ゝ っ て お 使い 頂 か 


ド の 拡張 を 行っ た 後 


記載 し て お り ま せん 。 


完全 初期 化 (通常 の 


こ 戻 す リ セッ 


ト ) が 可能 で す 。 


こ 応じ て 操作 し て いた だ きた い の で 、 拡張 方 法 


の 後ろ に 続け て 


す 「 ス ケル チ 


レベ ル 」 の 調整 。 


E で 標準 的 な レベ ル に 調整 し て あり ます が 、 ノ イズ が 強い 環境 な ど で 、 通 話し て いな い 時 
で も スケ ル チ が 開き カサ カサ と 音 が 出る 場合 に レベ ル を 上 げ る と 静か な 待ち 受け が 可能 に な 
弱い 通信 信号 も 消し て し まう た め 通 話 距離 が 短く な る よう に 感じ られ る こと が あり ます 。 
「 ズ が 低い 環境 で は 、 レ ベル を 低め に 設定 する こと で 明 め の 信号 で も 受信 し や すく な る 場 
レベ ル を ゼロ に する と 、 常 に ザー と いう ノイ ズ が 聞こ える よう 


に な り ま す 。 


メモ ) グル ー プ トー ク 機 能 設 定時 は レベ ル を ゼロ に し て も ザー と いう ノイ ズ は 聞こ えま せん 。 


2 : キー ロッ ク 設 定 に 入る まで の ボタ ン を 押す 時 間 (LoC) 


設定 値 


3 ペッ デリ ーー ジグ (58) 


1-3 秒 (初期 値 2 秒 ) 


設定 値 


OFF グ ON1 グ の ON2 ノ Eco (初期 値 ON1) 


電池 の # 


OFF 


ON1 


ON2 


Eco 


ON 2, 
エエ を } 


: 電池 消耗 「 最 大 」、 通 話 の 始め の 部 分 が 途切れ に くい 。 


: 電池 消耗 「 小 」、 通 話 の 始め の 部 分 が 僅か に 
この 設定 (初期 値 ) を お すす めし ます 。 


耗 を 抑 える バッ テリ ー セ ー ブ を 3 種類 の レベ ル に 調整 で きま す 。 


通常 は 指定 の ボタ ン を 2 秒 押す と キー ロッ ク が 掛か り ま す が 、 こ の タイ ミン グ を 1 3 秒 の 間 で 
変更 で きま す 。 


途切れ や すく な り ま す 。 通常 の 用 和 途 で は 


: 電池 消耗 「 極 小 」、 通 話 の 始め の 部 分 が 途切れ や すく な り ま す 。 
また 、 イ ンジ ケー タ と 液晶 ディ スプ レイ 照明 が 点灯 し な く な り 、 


圏内 通話 確認 機能 、 個 別 呼出 機能 が 使え なくなり ます 。 


: 電池 消耗 「 最 小 」、 通 話 の 始め の 部 分 が 途切れ や すく な り ま す 。 
また 、 イ ンジ ケー タ と 液晶 ディ スプ レイ 照明 が 点灯 し な く な り 、 
VOX、 圏 内 通話 確認 機能 、 個 別 呼出 機能 が 使え な く な り ま す 。 
さら に 、 受 信 待 ち 受け 中 は ディ スプ レイ に 「ECO」 の 表示 が 点滅 し ます 。 


ECO モ ー ド で 運用 され る と き は 、 通話 が し! 
申し て 2 呼吸 ほど 間 を 取っ て か ら 話 し 出す よう に 


に か か わら ず 頭 切れ は 起き ませ ん 。 


さら く 無 い : 


央 能 か ら 呼 び 昌 


日 し する 場合 


し て くだ さい 。 バ ッ テ リ ー セ ー プ 機能 は 
通話 や キー 操作 を 行う こと で 一 時 的 に 解除 され る の で 、 ポ ン ポ ン と 受け 答え を し て いる 間 は 設定 


4 : 電池 電圧 表示 


間 失 な えら れる 項目 で は 有り ませ ん 。 拡張 後 こ の メニ ュー に 合わ せる と 、 お 使い の 電池 の お よ 


の 電圧 を 表示 する の で 、 電 池 が 弱っ て きた と き の 電 圧 を 覚え て お け ば 電池 残 量 チェ ッ ク の 目安 


De (テス ター の よう な 精度 で は あり ませ ん の で あく まで 目安 と お 考え くだ さい 。) 


5 : マイ ク ゲ イン 調整 mG) 
設定 値 1 て 7 (初期 値 4) 


通話 時 の 背 や アク セ サ リ ー マ イ ク の ゲイ ン な どの 都合 で 、 人 に よっ て 無線 機 に 入る 声量 は 異な り 


ます 。 こ の た め 、 音 が 小さ い (話す 声 が 小さ い ニ レベル を 大 きく する ) 、 


音 が 人 歪む ( 声 が 大 きい 


テレ ベル を 小さ くす る ) 等 の 場合 に 調整 で きる よう に な っ て いま す 。 他社 製 の マイ ク を お 使い に 
な る 時 も レベ ル 調 整 が 必要 に な る 場合 が あり ます 。 設 定 を 間違う と 声 が 小さ く な っ た り 歪 ん だ り 


し ます の で ご 注意 くだ さい 。 


6 : デュ アル オペ レー ショ ン 有 再開 時 間 設 定 (dt) 
設定 値 + ユ 5 (初期 値 5 秒 ) 


デュ アル オペ レー ショ ン モ ー ド に て 通話 終了 し 交互 受信 が 再開 する まで の 時 間 を 変更 で きま す 。 


通常 は 通話 終了 か ら 5 秒 経過 後に 交互 受 情 が 再開 され ます が 、 交互 受信 の 再開 時 間 を 短く で きま 


す 。 通 話 終了 か ら す ぐに 交 也 受信 を 行い た いと き は 設定 値 を 小さ くし て くだ さい 。 


7 : 4 極 オ プシ ョ ン 使 用 時 で の 本 体 PTT・ 本 体 マ イク 設定 (Pt) 
設定 値 OFF プ 0UT ノ ALL (初期 値 ALL) 


4 極 オ プシ ョ ン (イヤ ホン ・ ス ピー カー マイ ク 等 ) を 本 体 に 接続 し て 使 


1]H す る 際 に 、 本 体 PTT と 


本 体 マ イク の 有効 無効 を 設定 変更 する こと が で きま す 。 使 用 する 4 極 オ プシ ョ ン に 合わ せ て 設 


定 し て くだ さい 。 


OFF : 本 体 PTT 無効 ・ 本 体 マ イク 無効 (4 極 オ プシ ョ ン の PTT・ 外 部 マイ ク の み 有 効 ) 
OUT AN 


ALL : 本 体 PTT 有効 ・ 本 体 マ イク 有効 (4 極 イ ヤ ホ ン を 使用 する 際 


ー ヨル コー 
に 設 E ) 


※ “OUT” “ALL で スピ ー カ ー マ イ ク を 使用 する 際 、 本 体 PTT を 押し て も スピ ー カ ー マ イ ク 


か ら の 音声 を 送信 する こと は で きま せん 。 ス ピー カー マイ ク を 使 


1]H す る 際 は スピ ー カ ー マ 


イク の PTT を 押し て 送信 し て くだ さい 。 


8 : 緊急 通報 時 間 設 定 (Bmt) 
設定 値 10 て 60 (初期 値 10 秒 ) 


秒 単位 (最大 60 秒 ) で 変更 で きま す 。 


9 : 秘話 通信 周波 数 (SCF) 
設定 値 27 て 34 (初期 値 34 : 3.4KH z ) 


通常 は 緊急 通報 の アラ ー ム 鳴動 時 間 と 送信 時 間 は 10 秒 に 設定 され て いま す が 、 こ の 時 間 を 10 


秘話 の キャ リア 周波 数 を 設定 し ます 。 初期 値 と 異な る キャ リア 周波 数 を 使 


用 する と き は 、 通 話し 


た い グ ルー プ 全 員 の 設定 を 同じ 値 に 揃え て 変更 し て くだ さい 。 


1 0 : 減 電 池 ア ラー ム ょ 設定 (btC) 
設定 値 OFF プ 5 て 60 秒 (初期 値 OFF) 


本 体 の 電池 が 消耗 する と ディ スプ レイ 右上 の 電池 マー ク が 点滅 し 、 ア ラー 


ム を 鳴ら し て 減 電池 を 


お 知ら せ し ま す 。 こ の と き 減 電 油 アラ ー ム 設定 を 5 て 60 秒 に 設定 する こと で 、 設定 時 間 ご と に 


回 、 電池 が 減っ て いる こと を 「 プ プッ 」 音 で お 知ら せ し ま す 。 但 し 、 電 池 が 減っ て いる 状態 で 音 


を 鳴ら し て 知ら せる た め 間 隔 を 短く 設定 する ほど 早く 電池 が 切れ て し まい ます 。 


: グレ ルー プ 種 類 切 り 替 え 設 定 (Gr) 


吉信 ton グ Cd1 プ Cd2 


DJ-P222 の グル ー プ トー 


り 奉 える こと が で きま す 。 グ ルー プ 種 類 切 り 替 え を Cd1l、 
で GROUP キー を 押す こと で DCS を 設定 
更 す る 場合 は トー ンス ケル チ と 同様 に 


と 同様 に 通 


常 画面 


Cd2 設定 に 


に 


(初期 値 ton) 


ク は 通常 の トー ンス ケル チ の 他 に 
Cd2 に 設定 し 、 


FUNC を 


Cd1 ・ 


Cd2 : Cd017 て Cd754 
(待ち 受け 時 


01 て 83 の 83 通り の コ 
の 108 通り の コー ド 
「 Cd」 と 表示 され 、 


ド 番 号 か ら 選 択 
ド か ら 選 択 


1 2 : VOX 送信 持続 時 間 設定 (vot) 


変更 時 に 「Cd_ 〇 〇 〇 」 と コー ド が 


DCS (デジ タル コー ドス ケル チ ) に 切 
通常 の トー ンス ケル チ 
する こと が で きま す 。 グ ルー プ 番 号 を 変 
し な が ら 人 A 、 ヤ で 変更 する こと が で きま す 。Cd1、 
よっ て 変更 で きる グル レー プ の コー ド 数 と 表示 を 選択 する こ と が で きま す 。 


示 ) 


設定 値 01 て 30 (初期 値 10 : 1.0 秒 ) 
VOX 機能 を 使用 し て 送信 し た と き 、 通 常 は 音声 が 入っ て いな く て も 1 秒間 は 送信 し 続け ます 。 
これ に より 、VOX 送信 中 に 一 呼吸 お いて 話し て も 送信 は 途切れ ませ ん 。 り VOX 送信 持 


する こと に より この 時 間 を 0.1 秒 て 3.0 秒 に 変更 
に 、 設 定 を 短め に 


パ キ と 行い た いと き 


する こと が で きま す 。 送受 


する と 使 


1 3 : チャ ン ネ ル 表 示 設 定 (CB) 


設定 値 noL プ SP グ OFF 


DJ-P222 の 通常 の チャ ン ネ ル 表 示 は L01CL09、b01Cb11 と 表示 され ます 。 チ ャ ン ネ ル 表 示 設 
を SP に 変更 する こと で 01^20 表示 ! 


(初期 値 noL) 


NE 


ほす る こと が で きま す 。 


続 時 間 を 変更 
信 の 切り 替え を テキ 


い 勝 手 が 向上 する こと が あり ます 。 


「 


に 変更 

noL SP 

b01- て b11 01 て 11 

L01 て LO09 12<>20 
b12 一 b29 (中 継 ) 01 て 18 (中 継 ) 
L10-L18 (中 継 ) 19ー27 (中 継 ) 


また 、 チ ャ ン ネ ル 表 示 設 定 を OFF に 変 
(チャ ン ネ ル 、 グ ル 


す 。 
チャ ン ネ ル を 非 表 示 に 
ン ネ ル 変 更 


1 4 : 音量 設定 (EvoL) 


更 す る こと で チャ ン ネ ル を 非 表 示 
プ 番 号 は 設 妥 定 直前 の 状態 で 保持 され ます ) 
て いる と き (は チャ ン ネ キル 変 更 


し 


、 グ ルー プ 設 定 する 場合 は チャ ン ネ ル 表 示 設 定 を noL ま た は SPt 


三 』'1 


EX 


定 値 エン H 


本 体 ス ピー カ と オプ ショ ンス ピー カ か ら の 
ボリ ュー ムツ マミ を 回 


が 出す ぎる と 耳 を 痛 
ます 。 設定 
れ ま す 。 


ーー 


15・: 


(初期 値 L 


9 の ご あ 、 


し 切っ て 最大 音量 に 
電池 の 消費 


早まる こと な ど が ら 、 


を 是 側 


こす る と 、 電 源 ス イッ チ を 入れ た と き 「P222」 


トー ン 受 信 設 定 (tn) 


設定 値 no ルプ SP1 プ SP2 


グル ー プ トーク で の トー ン の 判定 精度 を 
スケ ル チ が 開か な い 場 合 、 
を 解決 で きる こと が あり ます 。 


定 し て いる の に 


(初期 値 noL) 


全国 


| 
避 


に 変更 する こと で トー ン ] 
よっ て トー ン が 乱 さ れ た 場 


「SP1」 
「SP2」 は ノイ ズ に 


に 変更 する こと が で きま 


、 グ ルー プ 設 定 の 変更 が で きま せん 。 チャ 


こ 変更 し て くだ さい 。 


音声 出力 (音量 ) を 大 きく する こと が で きま す 。 

に する と 少し 歪む こと 、 イ ヤ ホ ン で 使う と き に 大 き な 
出荷 状態 で 
の 後に 「Evo1-H」 と 表示 さ 


思 ー3 
目 


し て い 


で は 工 設 定 に 


撃 す る こと が で きま す 。 同 じ グ ルー プ ト ー ク 番号 に 設 


判定 が 甘く な り 、 問題 
合 で も 受信 し や すく 


(テー ルル ノイズ) が 聞 
が 働か な 


な り ま す が 、 近 い 番号 の グル ー プ 信号 を 受信 し て も 誤動作 で スケ ル チ が 開く こと が あり ます 。 
また 、「SP1」、「SP2」 に 変更 する と 、 ス ケル チ が 閉じ る と き に 「 ザ ッ 」 音 

こえ る よう に な り ま す 。 (後述 の 、 初 期 設 定 で は 動作 する テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 

く な り ま す 。) 


1 6 : マイ ク AGC 設定 (AGC) 


設定 値 OFFR プ SL/FS (初期 値 OFF) 


マイ ク に 大 き な 
に より 人 歪み を 


声 が 入っ た 場合 、 通話 音声 が 歪む こと が あり ます 。 マイ ク AGC 機能 を 入れ る こと 
和 す る こと が で きま す 。 マイ ク AGC の 設定 は 大 き な 声 を 検知 し た と き に Do 


り 緩和 させ る 低速 設定 「SL」 と 瞬時 に 緩和 させ る 高速 設 芝 定 「FS」 の 2 種類 か ら 選 択 す る こ と が で 
きま す 。 機種 内 の 相性 問題 を 解決 で きる こと が あり ます が 、 下手 に 設定 を 変え る と 逆 に 音 が 悪く 


な る こと も あり 


ま す 。 


1 7 : マイ ク AGC ター ゲッ トレ ベル 設定 (tG) 


設定 値 03ー24 


マイ ク AGC 設定 


(初期 値 06 : 6dB) 


E を 入れ た と き に 、 人 歪み を 緩 和 さ せる 音量 の ポイ ント を 調整 する こと が で きま す 。 


設定 する 数 値 を 小さ くす る こと で 、 よ り 大 きい 声 の と き の 歪 み を 緩和 させ ます 。 


数 値 を 大 きく す 
声 が 小さ く 聞 こ 


1 8 : 個別 呼出 


る こと で 、 小 さい 声 の と き の 金 み を 緩和 する こと が で きま す が 、 相手 へ の 受 1 
える こと ども あり ます 。 


マッ 4 
目 


ml 


設定 (SEL) 


T 


設定 値 OFF プ ON 


通話 開始 時 に 
ー ク 機能 設定 ( 


が 表示 され ます 。 
手 を 呼び 出し ます 。 呼 び 出し 音 が 止ま る と 通話 が で きま す 。 


(初期 値 OFF) 


呼出 信号 を 送り 、 特 定 の 相手 (グル ー プ ) を 選択 し て 通話 が で きま す 。 グ ルー プ ト 


トー ン 、 DCS) を 切っ た 状態 で 個別 呼出 設定 を ON に し た と き に 待ち 受け 時 に 「SL」 
PTT を 押し た と き に 「 ピ ッ ピ ッ ピ ッ ・・・」 の 呼び 出し 音 が 鳴り 、 選 択 し た 相 


待ち 受け 中 に FUNC を 押し な が ら A 、 ヤ で 呼び 出し 相手 を 選択 する こと が で きま す 。 


SL-ALL : 全員 を 呼び 出す こと が で きま す 。 
SL-C 〇 〇 (00 て 99) : 特定 の 個体 番号 を 呼び 出す こと が で きま す 。 
SL-GO 〇 (00 て 19) : 特定 の 個別 グル ー プ を 呼び 出す こと が で きま す 。 


呼び 出さ れ た 無 


メモ ) 個別 呼出 


設定 し て 下さ い 。 


また 。 


線 機 は ベル 音 で 着信 を 知ら せ 、 呼 び 出 し を 行っ た 機器 の 個体 番号 を 表示 し ます 。 


則 


を 使用 する 際 は 全 機 器 の 個別 呼出 設定 を ON に し て 個体 番号 と 個別 グル ー プ 番 与 


この 機能 は 中 継 通信 設定 、 グ ルー プ ト ー ク 機能 設定 (トー ン 、DCS) 、 バ ッ テ リ ー 


セー ブ 「ON2」「Eco」 設 定 、 デュ アル オペ レー ショ ン 設 定時 に は 使用 で き ませ ん 。 


1 9 : 個別 グル ー プ 設定 (myG) 


設定 値 00 て 19 


ら 選 べ ま す 。 


(初期 値 00) 


個別 呼出 で の グル ー プ 番号 を 設定 し ます 。 選 択 で きる グル ー プ 数 は 「00」 て 「19」 の 20 通り か 


2 0 : 個体 番号 設定 (myC) 


設定 値 00 て 99 


個別 呼出 で の 自 


(初期 値 00) 


局 の 個体 番号 を 設定 し ます 。「00」 て 「99」 の 100 通り か ら 選 び ま す 。 


個別 呼出 通話 例 : 
下 の 表 は 、 グ ルー プ が 0 0 (一 人 だ け ), 0 1 ( 二 人 組 ), 0 2 ( 三 人 組 ) の 3 つ 、 ユ ー ザ ー が 0 
0 か ら 0 5 まで の 6 台 あ る 環境 を 表し て いま す 。 


① 全員 を 呼出 


グル ー プ :o0 
個体 番号 :00 


グル ー プ :01 グル ー プ :02 グル ー プ :02 
個体 番号 :01 個体 番号 :02 個体 番号 :04 個体 番号 :05 


② グル ー プ 0 1 の 二 人 だ け を 呼出 


グル ー プ :o0 
個体 番号 :00 


グル ー プ :01 グル ー プ :01 
個体 番号 :01 個体 番号 :02 個体 番号 :03 8 個体 番号 :05 


③ 特定 の 個体 (個体 番号 0 4) だ け を 呼出 


グル ー プ :oo 
個体 番号 :00 


グル ー プ :01 グル ー プ :02 グル ー プ :02 
個体 番号 :01 個体 番号 :02 個体 番号 :03 個体 番号 :04 個体 番号 :05 


: 通話 圏内 確認 設定 (ArC) 


2 1 
設定 値 OFF プ ON 


(初期 値 OFF) 


グル ー プ トー ク 通 信 中 に 相手 と の 通話 が 可能 
E を ON に し て 待ち 受け 


通話 半 内 確認 設定 


」 点滅 : 痢 


内 に 通話 で きる 和 無線 枯 


ビル T 。 舗 


「C 」 点 灯 : 通話 可能 か どう か f 


号 は 強く 良好 な 通話 が 可能 


メモ ) 通話 圏内 f 
同じ グル ー プ 番号 に 
約 1 分 毎 に 相手 と の 通話 が 可能 
判断 で き な 
を ずら せ て くだ さい 。 
また 、 3 人 以上 の グル 
IN 
は 中 継 通信 設定 、 
デュ アル オペ レーシ > 


下 し く コ 


この 機能 


ヨル ーッ 
EX 人 、 


2 2 : テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル 設 定 (tC) 


「 _ 」 点滅 : 相 


「ー 」 避 灯 ! 信 号 本 普通 、 お お むね 
「 」 点灯 > 通話 が 可能 こ が 信 号 ! は 弱く 、 


認 を 使用 する 際 は 、 


か どう か の 
ヽ 画面 左端 ( こ 通信 状況 ( 


し て く 還 


プ で 使 


昨 f 


設定 値 OFF プ ON 


DJ-P222 は グル ー プ トー ク 機 能 を 入れ て いな く て も 、 通 話 終了 時 
イズ (受信 状態 か ら 待ち 受け 状態 に 


ズ キ ャ ン セ ル 機 上 


テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 は 送信 側 と 受 


(初期 値 ON) 


E が 入っ て いま す 。 


この 機能 が 入っ て いな い 和 無線 機 と 通 
イズ は 聞こ えて し まい ます 。 


[セッ トモ ー ド 拡張 の 方 法 ] 


0 : キー ロッ ク を 掛け ます 。 


・ グ ルー プ キ ー 


人 が 有 多 で あれ 人 ば 「 ビ ビッ 」 と ピー プ 震 が 鳴 
ヨ H 動 的 に キー ロッ ク が 解除 され ます 。 


を 5 回 連続 で # 


手 が 離 れ て いる か 電源 が 切ら れ て いる な ど で 、 
通話 し た い グ ルー プ 全 員 の 通話 圏内 


人 訪 し ます が 、 
場合 が あり の その 際 は 片方 の 電 


な る と き の 「 ザ ッ 」 と 


4 


、 検 索 し て いま す 。 
認 す る た め の 信号 を 送っ て いま す 。 


好 な 通話 が 可能 。 
途切れ る こと が ある 。 


方 で 有効 に し た と きのみ 重 


目安 を 表示 する こと が で きま す 。 
こよ っ て 状態 が 表示 され ます 。 


通話 で き な い 。 
E 朗 を ON に し 


その タイ ミン グ が 偶然 相手 


2」「Eco」 


重なる 
電源 を 入れ な お し て タイ ミン グ 


H す る 際 は 、 各 人 の 位置 に よっ て 正しく 判定 で き な い 場合 
に 関係 は あり ませ ん 。 
、 バ バッテリー セー ブ 「0 
ぎ に は 使え ませ ん 。 


設定 、 個 別 呼 


に 受信 側 か ら 聞 こえ る テー ル ノ 
*\ う ノイ ズ 音 ) を 除去 する テー ル ノ イ 


設定 を 変え る 必要 は あり ませ ん が テー ル ノ 


(2 つ あ る うち の 、 ど ちら の 方 法 で も 可 ) 
10 秒 以 内 に 5 
島 り ます 。 


司 押 さ な い と 


給 : : セッ ト 邊 一下 に 入る と 上 記 の メニ ュー が 追加 き 欧 て いま す 。 


* 変更 し た 値 を 保存 し て 拡張 メニ ュー を 隠す に は 、 上 記 1 て 4 の 操作 を 繰り 返し ます 。 
0 ド で 設定 
期 化 する に は 、 電源 を 切っ た 後 フ ロン ト パ ネ ル 上 の ボタ ン 、GROUP、 ヤ の 3 つ 全 て を }# 
全て の 設定 が リセ ッ ト さ れ 、 コ 
説明 書 に 記載 の リセ ッ ト (初期 化 ) 方 法 で は 

セッ トモ ー ド 以外 の 項目 だ 


た 状 で を 人 ます 


化 さ れ ま せん 。 拡 引 


以上 


アル イン コ (株 ) 電子 


li 


『 業 部 


E し た パラ メー タ も 含め 、 全 て を コ 


拡 引 


[ 場 昌 


※ 説明 に 無い EnP や bts が 出る も の は 、 次 の ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


MNT 人 
評 セ ッ ト モ ー ド は 閉じ ず 、 
どけ が 工場 出 共 状 態 に 戻 り ます 。 


H 効 に な り ま せん 。 キ ー 


出荷 状態 まで 初 


し 


E し た 値 も 初期 


拡張 セッ トモ ー ド の 追加 


拡張 時 の セッ トモ ー ド の 項目 に 変更 や 追加 が ご ざい まし た 。 個 体 に より 、 す べ て 搭載 され て いる も の 、 
部 分 的 に し か 搭載 され て いな いも の が ご ざい ます 。 


1: トー ン 受 信 設 定 (tn) 
設定 値 tn-1 か ら tn-5 (初期 値 tn-2) 


従来 、nL、noL, SP1, SP2 等 で あっ た 「tn」 項 目 の 更新 で す 。 同 じ グ ルー プ ト ー ク 番号 に 設定 し て いる の に スケ ル チ が 
開か な い 場 合 、 こ の パラ メー タ を 変更 する こと で トー ン 判 定 精度 が 甘く な り 、 問 題 を 解決 で きる こと が あり ます 。 

「tn-1」 が 従来 の 「noL/nL」 と 同じ で 一 番 茂 し く (読み 取り 精度 が 正確 ) 、「tn-5」 に 近い ほど 甘く な る の で グル ー プ 番号 
が 合致 し な く て も スケ ル チ が 開く 率 が 高く な り ま す 。 また 、「tn-2」 以 上 で は スケ ル チ が 閉じ る と き に 「 ザ ッ 」 音 が 聞こ 
える よう に な り ま す 。 (テー ル ノ イ ズ キ ャ ン セ ル 機 能 が 働か な く な り ま す 。) 


: 電池 過 放 電 防 止 設定 (bts) 
設定 値 OFF ン ON (初期 値 OF) 


電源 スイ ッ チ の 切り 忘れ な ど で 電 池 や バッ テリ ー パ ッ ク を 使い 切っ た と き 、 過 放電 を 防ぐ 動作 を し ます 。 但 し 待機 電流 
が ゼロ に な る わけ で は 無く 、 電 源 が 入ら な く な っ た ら 速 や か に スイ ッ チ を 切り 、 電 池 を 外し て くだ さい 。 放置 する と 液 漏れ 
や 劣化 の 原因 に な り ま す 。 バ ッ テ リ ー パ ッ ク で あれ ば 説明 書 の 注意 書き に 従っ て 速やか に 充電 や 保管 用 補充 電 を し て くだ さい 。 


3: 秘話 エン ファ シス 設定 (EmP) 

設定 値 OV/OFF (初期 値 ON) 

秘話 使用 時 の 受信 音声 を 聞き や すく 補正 で きる 場合 が あり ます 。 
DJP221、P222、PB20、PB27、CH201、CH271 系 と の 秘話 通信 時 は 、 初 期 値 の 「ON」 で お 使い くだ さい 。 
上 記 の 機種 以外 が 混在 する 秘話 通信 時 は 、「OFF」 設 定 に し て くだ さい 。 


以上 


